
（別紙16）  

ヒドロキシプロピルデンプンの規格案及び国際規格との比較  
本規格案   JECFA   FCC   EU   

CAS   9049－76－7   9049－76－7  

定義   
デンプンを酸化プロピレンで  酸化プロピレンでエステル化し  酸化プロピレン（25％以下）で  酸化プロピレンでエーテル化し  

エーテル化して得られたもの  たデンプン   エーテル化したデンプン   たデンプン   

白色文はオフホワイトの粉末  
でにおいはない。乾燥の方法  

性状   本品は，白～頬白色の粉末． 薄片又は果頁粒でにおいがな  
い。  

つ完全な顆粒又は果頁粒の集  片∴無定形の粉末又は粗い  
合体．又はα化されたもの  粒子   
は，薄片，無定形の粉末又は  
粗い粒子   

確認試験  
試料の懸濁液に．0．1N三ヨウ  

本品の懸濁液（1→20）及び∃   化カリウムを数滴加えると，  懸濁液（1→20）に数滴のヨウ   

ヨウ素による呈色  陽性（暗育～赤色）  

晴青～赤色を呈する。   同様に染まる。色は暗青～赤  
色となる。   

フェーリング試液によ  
赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる  

る反応  

検鏡   設定しない   検鏡する   検鏡する   検鎖する  
（α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   

純度試験  乾燥減量以外．すべて乾燥物換算   

ヒドロキシプロピル基  TO％以下（乾燥物換算）   7．0％以下（乾燥物換算）  7．0％以下   

1mg／kg以下   
プロピレンクロロヒドリ ン  1〃g／g以下（乾燥物換算）  1mg／kg以下（乾燥物換算）  

1mg／kg以下   

鉛   Pbとして2．0〟g／g以下   2mg／kg以下   1mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   As203として4．0〃g／g以下  1mg／kg以下   

穀類デンプンニ50mg／kg  穀類デンプン：50mg／kg  

二酸化硫黄   50〟g／g以下  
その他の加エデンプン：10  

0．005％以下  
その他の加工デンプンニ10  

mg／kg以下（特に指示のない  mg／kg以下（特に指示のない  

限り）  限り）   

穀類デンプン：15．0％，  

21．0％以下（1200c．13．3kPa以   
ジャガイモデンプン：21．0％，  

乾燥減量  
下，4時間）  

サゴヤシ．タピオカデンプ  
ン：18，0％以下  その他：18．0％以下   
（5g，100mmHg．120Oc．4時間）   

液性   設定しない  pH3．0一－9．0  

水銀   設定しない  0．1mg／kg以下   

粗脂肪   設定しない  0．15％以下  

0．5％以下  

タン／くク質   

設定しない  ただし，高アミロースでんぷん  
由来の加工でんぷんは1％以   

下  

－は記述無し  

－37－   



（別紙17）  

リン酸架橋デンプン  

Distarch Phosphate 

〔55963－33－2〕  

定  義 本品は，デンプンをトリメタリン酸ナトリウム又はオキシ塩化リンでエステル化して  

得られたものである。  

性  状 本品は，白～頬白色の粉末，薄片又は顆粒で，においがない。  

確認試験（1）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（1）を準用する。  

（2）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（2）を準用する。  

純度試験（1）リン Pとして0．5％以下  

「アセチル化リン酸架橋デンプン」の純度試験（3）を準用する。  

（2）鉛 Pbとして2．OFLg／g以下（5．Og，第1法）  

（3）ヒ素 As203として4．0〃g／g以下（0．50g，第3法，装置B）  

（4）二酸化硫黄 50〃g／g以下  

「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（5）を準用する。  

乾燥減量 21．0％以下（120℃，13．3kPa以下，4時間）  

ー38－   



（別紙18）  

リン酸架橋デンプンの規格案及び国際規格との比較  
本規格案   JECFA   FCC   EU   

CAS   55963133－2  

デンプンをトリメタリン酸ナトリウ  トリメタリン酸ナトリウム又はオ  トリメタノン酸ナトリウム又はオ  トリメタリン酸ナトリウムまたは  
定義  ム又はオキシ塩化リンでエステ  キシ塩化リンで＝ステル化した  キシ塩化リン（0．1％以下）でエス  オキシ塩化リンで架橋したデン  

ル化して得られたもの   デンプン   テル化したデンプン   プン   

白色又はオフホワイトの粉末で  
においはない。乾燥の方法に  

本品は，白～類白色の粉末．    よって，これらの粉末は元の未  白又は頬白色の粉末。果頁粒，  白又は類白色の粉末．顆粒又  
性状  薄片又は顆粒で，においがな  加工デンプンの外観を持つ完  α化されたものは，薄片，無定  ま（α化されたものは）薄片，  

い。   全な親粒又は顆粒の集合体．  無定形の粉末又は粗い粒子   
又はα化されたものは，薄片．  
無定形の粉末又は粗い粒子   

確認試験  
試料の懸濁液に．0．1N三ヨウ  

本品の懸濁液（1→20）及びヨ   化カリウムを数滴加えると，同  懸濁液（1→20）に数滴のヨウ素   
ヨウ素による呈色  陽性（暗青～赤色）  

青～赤色を呈する。   に染まる。色は暗青～赤色とな  
る（   

フェーリング試液によ  
赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる  

る反応  

検鏡   設定しない   
検鏡する   検鏡する   検鏡する  

（α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   

純度試験  乾燥減暮以外．すべて乾燥物換算   

小麦、ジャガイモデンプン：  小麦、ジャガイモデンプン：  

その他：  

リン   Pとして0．5％以下（乾燥物換算）   0．5％、その他：0．4％以下（乾燥物 換算．pとして）   0．04％以下（Pとして）   0．5％、  0．4％以下（Pとして）   

鉛   Pbとして2．0〃g／g以下   2mg／kg以下   1mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   As2C■3として4．0〃g／g以下  1mg／kg以下   

穀類デンプン50mg／kg  穀類デンプン：50mg／kg  

二酸化硫黄   50〃g／g以下  
その他の加エデンプン：10  

0．005％以下  
その他の加エデンプン：10  

mg／kg以下（特に指示のない  mg／kg以下（特に指示のない  
限り）  限り）   

穀類デンプン：15．0％，  

21．0％以下（1200c，13．3kPa以   
ジャガイモデンプン：21，0％，  穀類デンプン15，0％．  

乾燥滅呈  
下．4時間）  

サゴヤシ，タピオカデンプ  ジャガイモデンプン：21．0％，  
ン：18．0％以下  その他：18．0％以下   

（5g，100mmHg，1200c，4時間）  

液性   設定しない  pH3．0～9．0  

水銀   設定しない  0．1mE／kg以下   

粗脂肪   設定しない  0．15％以下  

0．5％以下  

タンパク質   設定しない  
ただし．高アミロースでんぷん  
由来の加工でんぷんは1％以下  

ーは記述無し  

ー39－   



（別紙19）   

リン酸化デンプン  

Monost，arChPhosphate  

〔63100－01－6〕  

定  義 本品は，デンプンをオルトリン酸，そのカリウム塩若しくはナトリウム塩又はトリポ   

リリン酸ナトリウムでエステル化して得られたものである。  

性  状 本品は，白～類白色の粉末，薄片又は頼粒で，においがない。  

確認試験（1）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（1）を準用する。  

（2）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（2）を準用する。  

純度試験（1）リン Pとして0．5％以下  

「アセチル化リン酸架橋デンプン」の純度試験（3）を準用する。  

（2）鉛 Pbとして2．0／Jg／g以下（5．Og，第1法）  

（3）ヒ素 As203として4．OFLg／g以下（0．50g，第3法，装置B）  

（4）二酸化硫黄 50〃g／g以下  

「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（5）を準用する。  

乾燥減量 21．0％以下（120℃，13．3kPa以下，4時間）  

－40－   



（別紙20）  

リン酸化デンプンの規格案及び国際規格との比較  
本規格案   JECFA   FCC   EU   

CAS   63100－01－6  

デンプニンをオルトリン酪その力 ムしくはトム  オルトリン酸，オルトリン酸ナト  オルトリン酸，そのカリウム塩  

定義  
リウ塩若ナリウ塩  オルトリン酸－ナトリウムで工   若しくはナトリウム塩又はトリポ  

リウム又はカリウム又はでエス テル化したデンプン        又はトリポリリン酸ナトリウムで エステル化して得られたもの   ステル化したデンプン   リリン酸ナトリウムでエステル  
化したデンプンである。   

白色又はオフホワイトの粉末で  
においはない。乾燥の方法に  

本品は，白～類白色の粉末，    よって，これらの粉末は元の未  白又は類白色の粉末。果頁粒，  白又は類白色の粉末，果頁粒又  
性状  薄片又は顆粒で，においがな  加工デンプンの外観を持つ完  α化されたものは，薄片，無定  は（α化されたものは）薄片．  

い。   全な顆粒又は顆粒の集合体，  無定形の粉末又は粗い粒子   
又はα化されたものは．薄片，  
無定形の粉末又は粗い粒子   

確認試験  
試料の懸濁液に．0，1N三ヨウ  

本品の懸濁液（ト→20）及び∃   化カリウムを数滴加えると．同  懸濁液（1→20）に数滴のヨウ   
ヨウ素による呈色  陽性（暗青～赤色）  

青～赤色を呈する。   様に染まる。色は暗音～赤色  
となる（   

フェーリング試液によ  
赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる  

る反応  

検鏡   設定しない   検鏡する   検鏡する   検鏡する  
（α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除〈）   （α化でんぷんを除く）   

純度試験  乾燥減1以外，すべて乾燥物換算   

小麦、ジャガイモデンプン：  小麦，ジャガイモデンプン：  

リン   Pとして0．5％以下（乾燥物換算）   0．5％、その他：0．4％以下（乾燥物  0．4％以下（Pとして）  0．5％，その他二0．4％以下（Pとし  
換算，Pとして）  て）   

鉛   P【）として2．0〟g／g以下   2mg／kg以下   1mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   As203として4．0〃g／g以下  1mg／kg以下   
言文天貝丁ノノノ：〇Umg／Kg  栗東箕貝丁ノノー′：〇Umg／Kg  

二酸化硫黄   50〃g／g以下  
その他の加工デンプン：10  

0．005％以下  
その他の加エデンプン：10  

mg／kg以下（特に指示のない  mg／kg以下（特に指示のない  
l旧l▲l＼  lて日l．1＼   

穀類デンプン：15．0％．  

21．0％以下（1200c，13．3kPa以   
ジャガイモデンプン：21．0％．  穀類デンプン15．0％，  

乾燥減量  
下．4時間）  

サゴヤシ，タピオカデンプ  
ン：18．0％以下  その他：18．0％以下   
（5g，100mmHg、1200c，4時間）  

液性   設定しない  pH3，0～9．0  
設定しない  0．1mg／kg以下   

設定しない  0．15％以下  

0．5％以下  

タン／くり質   

水銀          粗脂肪  
設定しない  ただし．高アミロースでんぷん  

由来の加工でんぷんは1％以下  

一は記述無し  

一41－   



（別紙21）  

リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン   

PhosphatedDistarchPhosphate  

定  義 本品は，デンプンをオルトリン酸，そのカリウム塩若しくはナトリウム塩又はトリポ   

リリン酸ナトリウムでエステル化し，トリメタリン酸ナトリウム又はオキシ塩化リンでエステ   

ル化して得られたものである。  

性  状 本品は，白～頬白色の粉末，薄片又は顆粒で，においがない。  

確認試験（1）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（1）を準用する。  

（2）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（2）を準用する。  

純度試験（1）リン Pとして0、5％以下  

「アセチル化リン酸架橋デンプン」の純度試験（3）を準用する。  

（2）鉛 Pbとして2．0［Lg／g以下（5．Og，第1法）  

（3）ヒ素 As203として4．Ollg／g以下（0．50g，第3法，装置B）  

（4）二酸化硫黄 50〃g／g以下  

「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（5）を準用する。  

乾燥減塵 21．0％以下（120℃，13，3kpa以下，4時間）  

－42－   



（別紙22）  

リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプンの規格案及び国際規格との比較  
本規格案   JECFA   FCC   EU   

CAS   設定しない  

デンプンをオルトリン酸．その力  
リウム塩若しくはナトリウム塩  

定義  又はトリポリリン酸ナトリウムで エステル化し 
．トリメタリン酸ナ トムはシンで  

リウ又オキ塩化リ  
ル化したデンプン   て得られるデンプン   

エステル化して得られたもの   

白色又はオフホワイトの粉末で  
においはない。乾燥の方法に  

本品は，白～類白色の粉末．    よって，これらの粉末は元の未  白又は類白色の粉末。顆粒，  白又は類白色の粉末．顆粒又  
性状  薄片又は顆粒で．においがな  加工デンプンの外観を持つ完  α化されたものは，薄片．無定  は（α化されたものは）薄片，  

い。   全な顆粒又は顆粒の集合体、  無定形の粉末又は粗い粒子   
又はα化されたものは．薄片，  
無定形の粉末又は粗い粒子   

確認試層  
試料の懸濁液に，0．1N三ヨウ  

本品の懸濁液（ト→20）及び∃   化カリウムを数滴加えると，同  懸濁液（1→20）に数滴のヨウ   

ヨウ素による呈色  陽性（晴青～赤色）  

青～赤色を呈する。   様に染まる。色は暗青～赤色  
♪なる〔   

フェーリング試液によ  赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる  
る反応  

検鏡   設定しない   検鏡する   検鏡する   検鏡する  
（α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   

純度試験  乾燥減1以外．すべて乾燥物換算   

小麦、ジャガイモデンプン：  小麦．ジャガイモデンプン：  

リン   Pとして0．5％以下（乾燥物換算）   0．5％、その他：0．4％以下（乾燥物  0，4％以下（Pとして）  0．5％，その他：0．4％以下（Pとし  
換乳Pとして）  て）   

鉛   Pbとして2．0〟g／g以下   2mg／kg以下   1mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   As2C13として4．0〟g／g以下  1mg／kg以下   

穀類デンプン：50mg／kg  穀類デンプン50mg／kg  

二酸化硫黄   50〟g／g以下  
その他の加エデンプン：10  

0．005％以下  
その他の加エデンプン：10  

mg／kg以下（特に指示のない  mg／kg以下（特に指示のない  
限り）  限り）   

穀類デンプンニ15．0％，  

21．0％以下（1200c，13．3kPa以   
ジャガイモデンプン21．0％、  穀類デンプン15．0％，  

下．4時間）  
サゴヤシ，タピオカデンプ  ジャガイモデンプン：21．0％，  
ン：18，0％以下  その他：18．0％以下   

（5g，100mmHg．1200c．4時間）  

液性   設定しない  pH3．0一－9．0  

水銀   設定しない  0．1mg／kg以下   

租脂肪   設定しない  0．15％以下  

0，5％以下  

タンパウ質   

乾燥減呈  
設定しない  ただし．高アミロースでんぷん  

由来の加エでんぷんは1％以下  

－は記述無し  

－43－   



（別紙22）  

リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプンの規格案及び国際規格との比較  
本規格案   JECFA   FCC   EU   

CAS   設定しない  

デンプンをオルトリン酸．その力  

リウム塩若しくはナトリウム塩  
又はトリポリリン酸ナトリウムで  

定義  エステル化し，トリメタリン酸ナ  デンプンの処理を組み合わせ  ポリリン酸ナトリウムでエステ  デンプンの処理を組み合わせ  

トリウム又はオキシ塩化リンで  ル化したデンプン   て得られるデンプン   

エステル化して得られたもの   

白色又はオフホワイトの粉末で  
においはない。乾燥の方法に  

本品は，白～類白色の粉末，    よって，これらの粉末は元の未  白又は類白色の粉末。果頁粗  白又は類白色の粉末，顆粒又  
性状  薄片又は果頁粒で，においがな  加エデンプンの外観を持つ完  α化されたものは．薄片，無定  は（α化されたものは）薄片，  

い。   全な果頁粒又は顆粒の集合体，  無定形の粉末又は粗い粒子   
又はα化されたものは．薄片．  
無定形の粉末又は粗い粒子   

確認試験  
試料の懸濁液に，0．1N三ヨウ  

本品の懸濁液（1→20）及び∃   化カリウムを数滴加えると．同  懸濁液（1→20）に数滴のヨウ   

ヨウ素による呈色  陽性（碑青～赤色）  

青～赤色を呈する。   様に染まる。色は暗青～赤色  
となる〈   

フエーリング試液によ  
赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる  

る反応  

検鏡   設定しない   検鏡する   検鏡する   検鏡する  
（α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   

純度試験  乾燥滅暮以外．すべて乾燥物換算   

小麦、ジャガイモデンプン：  小麦．ジャガイモデンプン：  

リン   Pとして0．5％以下（乾燥物換算）   0．5％、その他：0．4％以下（乾燥物  0．4％以下（Pとして）  0．5％．その他：0，4％以下（Pとし  
換算．pとして）  て）   

鉛   Pbとして2．0〟g／g以下   2mg／kg以下   1mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   As203として4．0〟g／g以下  1mg／kg以下   

穀類デンプン：50mg／kg  穀類デンプン：50mg／kg  

二酸化硫黄   50〃g／g以下  
その他の加エデンプン：10  

0．005％以下  
その他の加工デンプン：10  

mg／kg以下（特に指示のない  mg／kg以下（特に指示のない  
限り）  限り）   

穀類デンプン15．0％，  

21．0％以下（1200c．13．3kPa以   
ジャガイモデンプン：21．0％，  穀類デンプン：15．0％，  

乾燥減呈  
下4時間）  

サゴヤシ．タピオカデンプ  
ン：18．0％以下  その他：18．0％以下   

（5g．100mmHg．1200c，4時間）  

液性   設定しない  pH3．0～9．0  

水銀   設定しない  0．1mg／kg以下   

粗脂肪   設定しない  0．15％以下  

0．5％以下  

タンパク質   設定しない  ただし、高アミロースでんぷん  
由来の加工でんぷんは1％以下  

－は記述無し  
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試薬・試液  

アジ化ナトリウム NaN3 本品は，白色の結晶性の粉末で，においがない。   

融点 275℃，融点以下で分解する。  

アジピン酸 C4H8（COOH）2 「アジピン酸」  

アジピン酸試液 アジピン酸1．00gを温水900mlに溶かし，室温まで冷却した後1Lとする。  

グルタル酸 HOOC（CH2）3COOH 本品は，白色の結晶性の粉末で，水に溶ける。   

融点 95～99℃  

酢酸亜鉛試液 酢酸亜鉛二水和物120gを水880mlに溶かし，使用前に定量用ろ紙（5種C）を  

用いてろ過する。  

酢酸ビニル CH3COOCH＝CH2 本品は，無色透明の液体で，水に溶ける。   

屈折率 n冨＝1．394～1．396   

比重 d㌘＝0．9300   

沸点 72～73℃  

ジメドン C8H1202 本品は，白～微黄色の結晶性の粉末である。   

融点145～149℃  

5％ジメドンエタノール試液 ジメドン5gを量り，エタノール（99．5）を加えて溶かして100ml  

とする。用時調製する。  

炭酸ナトリウム試液 無水炭酸ナトリウム10．6gを量り，水を加えて溶かして100mlとする。  

0－＝トロベンズアルデヒド 2－ニトロベンズアルデヒド 02NC6H4CHO 本品は，微黄色の結晶   

又は結晶性の粉末で，アルコール及びジエチルエーテルに溶け，水にわずかに溶ける。   

融点 42～44℃  

加エデンプン用ニンヒドリン試液 ニンヒドリン試液，加工デンプン用を見よ。  

加エデンプン用モリブデン酸アンモニウム試液 モリブデン酸アンモニウム，加工デンプン用を  

見よ。  

ニンヒドリン試液，加工デンプン用 ニンヒドリン3．Ogを5％亜硫酸水素ナトリウム溶液に溶か   

し，100mlとする。  
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パラロザニリン塩酸塩（H2NC6H4）2C：C6H4：NHHCl   

融点 268～27P℃  

パラロザニリン■ホルムアルデヒド試液 パラロザニリン塩酸塩40mgを塩酸20mlに溶かし，   

水を加えて1〔IOmlとする。別に，ホルマリン3gに水を加えて500mlとする。要時調製する。   

これらの液を当量混合する。  

バナジン酸試液 メタ バナジン酸アンモニウム2．5gを沸騰水600mlに溶かし，60～70℃に冷   

却後，硝酸2Clmlを加え，室温まで冷却後水を加えて1000mlとする。   

BANASS－ブリリアントエロー溶液4，4しビス（4－アミノー1－ナプチルアゾ）－2，2しスチルペンスルホ   
ン酸0．10g及びブリリアントエロー0．020gを量り，0．1mol／L水酸化ナトリウム溶液3mlを加   

えて溶かした後，水7mlを加え，メタノールを加えて100mlとする。褐色ガラス瓶に保存する。。   

4，4’－ビス（4－アミノートナプチルアゾト2，2’－スチルベンスルホン酸C3。H26N606S2本品は，金   
属光沢ある黒色の粒である。本品を0．01mol／L水酸化ナトリウム溶液に溶かした液は，波長   

516nm付近に極大吸収部がある。  

NNビストリメチルシリルトリフルオロアセタミド CF3CON［si（CH3）3］2   

本品は，無色の液体である。   

屈折率 n‡；｝＝1．414～1．418   

比重 0．825へ′0．835   

沸点 71～73℃   

ブリリアントエロー C26H18N4Na208S2 橙茶色の粉末で，水に溶ける。本品を0．01mol／L水酸   
化ナトリウム溶液に溶かした液は，波長492nm付近に極大吸収部がある。   

プロピレンクロlロt＝ドリン CH3CH（OH）cH2Cl本品は，無色又は徴黄色の液体で，水及びエ   

タノー→ルに溶ける。   

含量 本品は1・クロロー2プロパノールを70％以上，2－クロロー1プロパノールを約25％含有す  

る。   

屈折率 n‡；）＝二L．4390～1．4410   

比重 d㌘＝1．1】－50   

沸点126～127℃  

定量法 香料試験法中の香料のガスクロマトグラフィーの面積百分率法の操作条件（2）を準用し，   

定量する。  

無水オクテニルコハク酸 本品は，以遠及び血刀β型無水オクテニルコハク酸の混合物である。無  

色又は徴黄色の液体である。   

含量 本品は，無水オクテニルコハク酸（C12H1803）95．0％以上を含む。〕   

屈折率 n￥ミ’＝］L．4680～1．4700  

比重 1．0250～1．0280  

－45－   



定量法 本品約1．5gを精密に量り，共通すり合わせ三角フラスコ200mlに入れる。0．5mol几   

メタノール製モルホリン溶液25mlを正確に加えて溶かし，1時間放置後，過量のモルホ  

リンを0，5mol／Lメタノール製塩酸溶液で滴定し，その消費量をS mlとする（指示薬   

BANASS－ブリリアントエロー試液）。終点は，液の赤色が青紫色に変わるときとする。別   

に空試験を行い，0．5mol／Lメタノール製塩酸溶液の消費量をBmlとして，次式により，   

含量を求める。  

（B・S）×0．1051  

無水オクテニルコハク酸（C12H1803）の含量＝  ×100（％）  

試料の採取量（g）   

モリブデン酸アンモニウム試液，加エデンプン用 モリブデン酸アンモニウムの50gを量り，温   

水900mlに溶かし，室温まで冷却後，水を加えて1Lとする。  

0．5mol／L塩酸溶液，メタノール製1，000ml中塩酸（HCl，分子量36．46）18．23gを含む。  
塩酸45mlを量り，水45mlを加えた後，メタノールを加えて1，000mlとする。用時標定する。   

標定 あらかじめ600℃で1時間乾燥した炭酸ナトリウム（標準試薬）約0．6～0．7gを精密に量り，  

水20mlを加えて溶かし，このメタノール製塩酸溶液で滴定する（指示薬ブロモフェノールブ  

ルー試液2滴）。ただし，終点付近で煮沸して二酸化炭素を除き，冷後，滑走を続ける。終点  

は，液の色が青紫から青みの緑になる点とする。  

0．5mol／L塩酸1ml＝26．50mg Na2CO3   

0．45moI／L水酸化ナトリウム溶液1，000ml中水酸化ナトリウム（NaOH，分子量40．00）18．00gを含   

む。  

水酸化ナトリウム約20gを用い，1mol／L水酸化ナトリウム溶液に準じて調製し，標定し，保   

存する。本液は，たびたび標定し直す。  

0．5mol／Lメタノール製塩酸溶液 0．5mol／L塩酸溶液，メタノール製を見よ。   

0．5mol／Lメタノール製モルホリン 0．5mol／Lモルホリン，メタノール製を見よ。   

0．5mol／Lモルホリ＞， メタノール製1，000ml中モルホリン（C。H9NO，分子量87．12）43．56gを含   

む。  

モルホリン11mlを量り，メタノールを加えて250mlとする。  
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（別添23）  

加工デンプン11品F】の規格設定の根拠  

JECFA規格，FCC V規格，Et］の食品添加物規格を参考とし，成分規格案を設定した。  

○ 加工デンプン11品目に共通する項臼  

定義 加工デンプンに関しては，FCCでは製造方法が決められ，JECFAでも製造する試薬に  

関して規定されていることから，これらに準じて，定義として製造方法を記載した。  

性状JECFA，FCC，EUの記載に準じ，「白～類白色の粉末，薄片又は顆粒」とし、においに  

ついては，検討に用いたサンプルの性状に基づき記載した。  

確認試験 」ECFA，FCCに準じ，ヨウ素による呈色，フェーリング試液による反応を採用し  

た。  

JECFA又はFCC等に設定され，本規格では採用しなかった確認試験   

検鏡は，デンプンの特性を観察するものであるが，他の確認試験で十分に担保できるも  

のと考えられるため設定しなかった。  

純度試験   

鉛JECFA，EUでの規格値は，Pbとして2mg／kg以下である。FCCでの規格値は，1mg／kg   

以．Fであるが，本規格案では国際的な規格値を採用し「Pbとして2．OLlg／g以下」とした。   

ヒ素JECFA及びFCCでは，設定されていない。一方で，EしではAsとして1mg／kgとし   

ている。そこで，本規格案ではデンプングリコール酸ナトリウム等の規格に準じ「As20。   

として4．O Hg／g以下」を採用した。   

二酸化硫黄JECFA，EUでの規格値はSO2として，50mg／kg，FCCでは，0．005％であること   

から，本規格案でも，SO2として50〃g／gを採用した。測定器具は，我が国の食品中の亜   

硫酸化合物の測定で使用されているものとした。  

．TECFA又はFCC等に設定され，本規格では採用しなかった純度試験   

粗脂肪，重金属，PH，タンパク質については，FCCでは規格化されているが，JECFA及び  

EtJでは設定されていないため，採用しなかった。水銀については，EUでは規格化されてい  

るが，JECFA及びFCCでは設定されていないため，採用しなかった。  

乾燥減量 乾燥減量については、JECFAでは，設定されてい ない。一方で，FCC及びEUに  

－47－   



おいて原料のデンプンに応じた規格値が設定されている。原料のデンプンに応じた規格  

値とする必要性は低いと考えられるため，本規格案では，規定されている最も高い値を  

採用した。  

○‡個別品目ごとに検討を要する項目   

（）書きで示したものは対象となる加工デンプンである。  

確認試験  

アセチル基（アセチル化アジピン酸架橋デンプン，アセチル化リン酸架橋デンプン，アセ  

チル化酸化デンプン，酢酸デンプン）  

JECFAに準じ採用した。ただし、JECFAのアセチル基の試験法は，煩雑なため，医薬  

品添加物規格，酢酸セルロースの確認試験（2）「本品0．5gに炭酸ナトリウム試液10mL  

を加えて5分間煮沸し，希硫酸10mlを加えて生じた沈殿をろ去し，ろ液にエタノール  

3mL及び硫酸3mLを加えて加熱するとき，酢酸エチルのにおいを発する。」を行うこ  

とを検討した。その結果，酢酸エチルの臭いの判別は困難であったものの，煮沸後，希  

硫酸を加えた際に酢酸臭がしたことから，それを採用した。  

カルポキシ基（アセチル化酸化デンプン，酸化デンプン）  

JECFAに準じ採用した。  

JECFA又はFCC等に設定され，卿  

赤外吸収スペクトル（アセチル化アジピン酸架橋デンプン，アセチル化リン酸架橋デンプ  

ン，アセチル化酸化デンプン，オクテニルコハク酸デンプンナトリウム）  

JECFAで採用されているが，加工デンプンの置換基の量が少ないこともあり，確認試験と  

しての有用性はあまりないことから採用しなかった。  

溶解性（アセチル化アジピン酸架橋デンプン，アセチル化リン酸架橋デンプン，アセチル  

化酸化デンプン，酸化デンプン）  

JECFAで採用されているが，確認試験として溶解性の項を設定する必要はないと考えられ  

るため，採用しなかった。  

純度試験   

アジピン酸基（アセチル化アジピン酸架橋デンプン）   

JECFA及びEUにおいて0．135％以下と設定されており，本規格案でもそれを採用した。   

アセチル基（アセチル化アジピン酸架橋デンプン，アセチル化リン酸架橋デンプン，ア   

セチル化酸化デンプン，酢酸デンプン）   

JECFA，FCC，EUにおいて2．5％以下と設定されており，本規格案でもそれを採用した。  

JECFA及びEUでは，乾燥物換算を明記しているため，これを採用した。  
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酢酸ビニル（アセチル化リン酸架橋デンプン，酢酸デンプン）   

アセチル化リン酸架橋デンプンはJECFA，EUでの規格値を準用し，酢酸デンプンは，  

EU（7）規格を準用し，ともに0．1〃g／gを採用した。  

リン（アセチル化リン酸架橋デンプン，ヒドロキシプロピルリン酸架橋デンプン，リン  

酸モノエステル化リン酸架橋デンプン，リン酸化デンプン，リン酸架橋デンプン）  

JECFA及びEUにおいて原料のデンプンに応じた規格値が設定されている。原料のデン  

プンに応じた規格値とする必要性は低いと考えられるため，本規格案では，規定されて  

いる最も高い値を採用した。  

カルポキシ基（アセチル化酸化デンプン，酸化デンプン）   

アセチル化酸化デンプンについては，JECFA及びEUで，l．3％以Fと設定されており，酸  

化デンプンについては，JECFA及びEUで，l．1％以下と設定されていることから，本規格案  

でもそれを採用した。  

残存オクテニルコハク酸（オクテニルコハク酸デンプンナトリウム）  

JECFA及びEUで設定されており，本規格案でも採用した。ただし，JECFAの誘導体化一  

HPLCでは，誘導体化がうまくいかない場合があり，結果にばらつきが生じるため，誘導  

体化せず，そのま圭HPl．Cで分析することとした。サンプルの実測値から，規格値を0・8％  

以Fとした。．  

オクテニルコハク酸基（オクテニルコハク酸デンプンナトリウム）  

JECFA及びEUで3％以下と設定されており，本規格案でも採用した。ただし，JECFA法で  

は，α化デンプンで，値が高くなる傾向がみられたため，加水分解を行い，残存オクテ  

ニルコハク酸のHPLC条件で分析を行い，総オクテニルコハク酸の量から残存オクテニル  

コハク酸の量を引いて，オクテニルコハク酸基の量を求めることにした。  

ヒドロキシプロピル基（ヒドロキシプロピルデンプン，ヒドロキシプロピルリン酸架橋  

デンプン）  

JECFA，EUにおいて7．0％以下と設定されており，本規格案でもそれを採用した。  

プロピレンクロロヒドリン（ヒドロキシプロビル化リン酸架橋デンプン，ヒドロキシプ  

ロピルデンプン）  

JECFA，FCC，EUにおいて1pg／g以下と設定されており，本規格案でもそれを採用した。  
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（参考）  

加エデンプンの処理方法と取り扱い状況  

和名   英語名   処理  取り扱い  

架橋の有無   米   欧州   日本   

アセチル化アジピン酸架橋デンプ と  AcetyIateddistarchadipate   
アセテル化   架橋   添加物   添加物  食品→添加物  

アセテル化リン酸架橋デンプン  Acetylateddistarchphospate   アセテル化   架橋   添加物   添加物  食品→添加物  

アセチル化酸化デンプン   Acetylated oxidizes starch アセテル化、酸化  添加物   添加物  食品→添加物  

化  オクテニルコハク酸デンプンナト  
学  リウム   

Starchsodiumoctenylsuccinate  エステル化  添加物   添加物  

的  
酢酸デンプン  

処  
Starchacetate   アセテル化  添加物  添加物   

理  
酸化デンプン  Oxidizedstarch   

に  
酸化  添加物  添加物  食品→添加物  

よ  
ヒドロキシプロピルデンプン  

る  
Hydroxypropylstarch   エーテル化  添加物  添加物  食品→添加物  

加  
エーテル化、エステル化  架橋  

エ  デンプン  添加物  添加物  食品→添加物  

丁  
ン  リン酸モノエステル化リン酸架橋 デンプン   架橋  添加物   添加物  食品→添加物   

プ  
ン   リン酸化デンプン   Monostarchphosphate   エステル化  添加物   添加物  食品→添加物  

リン酸架橋デンプン  Distarchphosphate   エステル化  架橋  添加物   添加物  食品→添加物  

デンプングリコール酸ナトリウム               Sodiumcarboxymethylstarch   エーテル化  添加物（指定済）  

デンプンリン酸エステルナトリウ  SodiunlStarChphosphate   エステル化   架橋   添加物   添加物  添加物（指定済）   

焙焼デキストリン  Dextrin roasted starch 乾熟処理  GRAS  食品  食品  

物理的処理  Acid treated starch 酸処理  添加物  食品  食品  
による力工  

デンプン（＊）  アルカリ処理デンプン   Alka］inetreatedstarch   アルカリ処理  添加物   食品   食品  

漂白デンプン   Bleachedstarch   漂白処理  添加物   食品   食品   

酵素的処理  α－アミラーゼ、β－アミラーゼ、グル  

による加工  Enzym－treatedstarch  コアミラーゼ7，イソアミラーゼ、プル  食品   食品   
デンプン   ラナーゼ処理  

（＊）酸処理、アルカリ処理、漂白処理といった加水分解程度の簡単な化学的加工を含む。  
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